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シリーズチャペル＜人間を考える＞
　
「
人
間
性
」
や
「
愛
」
は
経
験
す
る
こ

と
は
で
き
る
が
、
言
葉
で
合
理
的
に
説
明

す
る
の
は
な
か
な
か
困
難
な
概
念
で
あ

る
。
し
か
し
、
感
じ
と
る
こ
と
は
可
能
で

あ
ろ
う
。
二
項
対
立
は
今
日
あ
ま
り
流
行

ら
な
い
が
、「
人
間
」
と
「
非
人
間
」
を

二
項
対
立
的
に
比
較
し
な
が
ら
「
人
間
」

を
感
じ
と
ろ
う
。

　

ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
グ
ル
ス
キ
ー

A
ndreas Gursky

は
、
巨
大
な
パ
ノ
ラ

マ
写
真
を
得
意
と
す
る
ド
イ
ツ
の
写
真
家

で
あ
る
。東
京
で
二
〇
一
三
年
、大
阪
で
は

二
〇
一
四
年
に
個
展
を
開
催
し
た
。
作
品

を
四
点
挙
げ
る
（
講
話
当
日
そ
の
簡
易
版

を
配
布
し
た
）。99
セ
ン
ト
（
１
９
９
９
）

は
、
米
国
版
１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ
の
フ
ロ

ア
を
天
井
か
ら
見
下
ろ
す
。
整
然
と
陳
列

さ
れ
た
夥
し
い
商
品
が
豊
か
な
色
彩
を
放

ち
、
縦
線
と
横
線
の
規
則
性
が
眩
し
い
。

カ
ミ
オ
カ
ン
デ
（
２
０
０
７
）
は
、
岐
阜

山
中
の
旧
神
岡
鉱
山
の
地
底
深
く
に
設
置

さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
を
捕
捉
す
る
実
験

施
設
の
写
真
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
色
彩

的
に
は
単
調
で
あ
る
が
、
無
数
の
突
起
物

が
99
セ
ン
ト
と
同
様
の
幾
何
学
的
な
造
形

美
を
描
く
。
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
（
２
０
０
７
）

の
壮
大
な
人
文
字
は
、
一
糸
乱
れ
ぬ
秩
序

を
映
し
出
す
。
三
作
品
の
共
通
項
は
、
規

格
化
さ
れ
た
人
工
美
、
縦
と
横
の
線
が
規

則
正
し
く
整
然
と
交
差
す
る
幾
何
学
的
な

美
学
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
に
は
今
一

つ
の
共
通
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
視
点
に
関

わ
る
。
い
ず
れ
も
人
間
の
視
覚
に
は
不
可

能
な
視
界
で
あ
り
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の

み
可
能
な
視
野
で
あ
る
。
つ
ま
り
視
点
が

無
数
に
拡
散
し
、各
々
の
商
品
、突
起
物
、

そ
し
て
ボ
ー
ド
が
「
私
を
見
ろ
」
と
言
わ

ん
ば
か
り
に
自
己
主
張
す
る
。
実
物
は
巨

大
な
作
品
で
あ
っ
て
、
無
数
の
視
点
は
全

て
の
事
物
を
鮮
明
に
視
覚
化
す
る
。
人
間

の
視
力
は
関
心
事
に
の
み
焦
点
が
合
い
、

そ
れ
以
外
を
除
外
す
る
。
カ
メ
ラ
の
非
人

間
的
な
視
力
が
人
間
の
視
力
に
過
大
な
負

荷
を
負
わ
せ
る
効
果
は
、
鑑
賞
者
に
疲
れ

と
倦
怠
感
を
催
さ
せ
る
。
膨
大
な
選
択
肢

と
過
剰
な
自
由
は
人
間
を
疲
労
さ
せ
る
。

　

99
セ
ン
ト
、カ
ミ
オ
カ
ン
デ
、そ
し
て
ピ
ョ

ン
ヤ
ン
は
、
高
度
な
規
格
化
に
抗
う
被
写

体
の
存
在
に
も
気
づ
か
せ
る
。
人
間
の
存

在
で
あ
る
。人
工
美
、幾
何
学
的
な
点
と
線

の
充
満
す
る
平
面
に
、
人
間
が
規
格
化
を

阻
む
か
の
よ
う
に
謙
虚
に
映
し
出
さ
れ
一

服
の
癒
し
を
提
供
す
る
。
こ
れ
ら
と
対
称

的
な
作
品
が
バ
ン
コ
ク
Ⅱ（
２
０
１
１
）で
あ

る
。タ
イ
国
の
首
都
バ
ン
コ
ク
を
流
れ
る

チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
川
の
川
面
に
は
廃
物
や
油

が
浮
遊
し
、
画
面
か
ら
悪
臭
が
漂
っ
て
く

る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
作
品
に
は
規

格
化
さ
れ
た
人
工
美
が
不
在
で
あ
る
。
さ

ら
に
視
点
は
無
数
に
拡
散
し
な
い
。
被
写

体
の
自
己
主
張
は
比
較
的
慎
ま
し
い
。
規

格
化
さ
れ
た
美
を
体
験
し
た
後
で
は
、
バ

ン
コ
ク
Ⅱ
が
再
現
す
る
自
然
な
光
と
視
野
、

汚
染
、無
秩
序
が
鑑
賞
者
に
安
堵
感
を
も
た

ら
す
こ
と
も
事
実
で
あ
ろ
う
。

　

人
間
に
つ
い
て
今
は
深
く
考
え
ず
、
あ

と
に
な
っ
て
思
い
返
し
て
み
る
と
よ
い
だ

ろ
う
。
た
だ
次
の
こ
と
を
強
調
し
て
お
き

た
い
。
グ
ル
ス
キ
ー
の
膨
大
な
作
品
群
か

ら
四
作
品
を
選
出
す
る
と
い
う
決
断
は
、

私
の
独
断
に
依
る
。
こ
の
講
話
で
私
は
他

の
作
品
、
あ
る
い
は
他
の
写
真
家
の
作
品

を
選
ぶ
こ
と
も
で
き
た
。
だ
が
そ
れ
を
せ

ず
、
こ
れ
ら
四
作
品
に
絞
り
込
ん
だ
の
は

私
の
恣
意
で
あ
る
。
他
の
作
品
を
選
抜
し

て
い
た
な
ら
ば
、全
く
異
な
る「
人
間
」が

立
ち
現
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
99
セ
ン

ト
、
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
、
そ
し
て
ピ
ョ
ン
ヤ

ン
が
提
供
す
る
無
数
の
視
点
が
鑑
賞
者
に

疲
労
感
を
喚
起
す
る
よ
う
に
、
選
択
の
組

み
合
わ
せ
は
無
数
に
あ
り
、
個
々
の
組
み

合
わ
せ
が
異
な
っ
た
人
間
像
を
溢
れ
返
ら

せ
、考
え
る
者
を
疲
れ
さ
せ
る
。「
人
間
」

と
は
、
99
セ
ン
ト
、
カ
ミ
オ
カ
ン
デ
、
そ

し
て
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
に
お
い
て
鑑
賞
者
の
注

目
を
要
求
す
る
細
分
化
さ
れ
た
被
写
体
で

あ
る
。
人
間
に
は
バ
ン
コ
ク
Ⅱ
が
必
要
で

あ
る
。 
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